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みちのりグループの地域公共交通活性化

（バス事業の生産性向上）の取組み

2017年12月26日

株式会社みちのりホールディングス

Michinori Holdings, Inc.

株式会社みちのりホールディングス 大下 篤志

平成29年度 東海村地域公共交通会議
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Ⅰ みちのりグループの紹介

Ⅱ 乗合バスを取り巻く状況

Ⅲ みちのりグループ各社と茨城交通の取組み

Ⅲ 東海村の公共交通への取組みについて
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みちのりグループ

みちのりグループ
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4,785人

経営共創基盤

みちのり
ホールディングス

計

岩手県北バス
グループ

会津バス
グループ

関東自動車
グループ

東野交通
グループ

福島交通
グループ

茨城交通
グループ

日立電鉄
交通サービス

グループ

湘南
モノレール

100%出資

みちのり
トラベル
ジャパン

従業員

車両
（バス）

車両
（その他）

372台

747人

1隻
（遊覧船）

549台

898人

6編成14両
（鉄道）

203台

472人

110台
（タクシー）

428台

872人

152台

260人

465台

781人

7台
（タクシー）

161台

629人

100台（タクシー）
196台（レンタカー）

122人

7編成21両
（鉄道）

4人

2,330台

・岩手県北自動車

・岩手県北観光

・南部バス観光

・浄土ヶ浜パーク

ホテル

・宮古エコカーシェ

アリング

・福島交通

・福交整備

・福島交通観光

・フクコーアド

・福交保険

サービス

・会津乗合自動車

・会津トラベル

サービス

・ATS保険サービ ス

・あいづスタッフ

・関東自動車

・関東自動車整備

・関東バス旅行社

・東野交通

・東野整備

・やしお観光バス

・那須交通

・茨城交通

・ひたちなか海浜

鉄道（49%出資）

・日立電鉄交通

サービス

・日立電鉄タクシー

※2017年12月1日時点

100%出資
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みちのりグループ 高速バス運行路線
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Hachinohe

Niigata

Iwaki

Soma

Miyako

Hirosaki

Odate Kuji

Aomori

Kyoto・
Osaka

Nagoya

Tokyo

Aizu

Sendai

Saitama

福島交通
Fukushima Transportation

会津乗合自動車
AizuBus
会津若松-新宿
会津若松-仙台
会津若松-福島
会津若松-新潟
会津若松-郡山-いわき

喜多方-郡山
仙台空港-福島.会津若松

4時間30分

2時間30分

1時間50分

2時間00分

郡山まで 1時間10分

いわきまで 3時間10分

1時間45分

3時間00分

岩手県北自動車
Northern Iwate Transportation
宮古.盛岡-東京.横浜
久慈.盛岡-東京
三沢.八戸.盛岡-東京.川崎
青森.弘前-東京
盛岡-宮古（106急行）
盛岡-仙台
盛岡-九戸.久慈
盛岡-八戸
盛岡-青森
盛岡-弘前
盛岡-花輪.大館
仙台空港-松島.奥松島
仙台空港-松島.平泉
仙台空港-盛岡.安比
花巻空港-安比
八戸-仙台
八戸-盛岡

10時間30分

11時間50分

11時間50分

12時間15分

2時間20分

2時間40分

2時間30分

2時間30分

2時間50分

2時間20分

2時間20分

1時間30分

2時間30分

4時間00分

1時間30分

4時間25分

2時間35分

関東自動車
Kanto Transportation

Mito

東野交通
Toya Transportation
那須.塩原-新宿
羽田空港-宇都宮.佐野

3時間00分

2時間35分

高萩.日立-東京
いわき.日立-ＴＤＬ
成田空港-水戸.日立
羽田空港-水戸.日立

3時間50分

3時間30分

3時間30分

4時間00分

Nasu

Kitakata

Hitachi

茨城交通
Ibaraki Transportation
日立.水戸.つくば-名古屋
水戸-東京
水戸-宇都宮
東海.ひたちなか-東京
大子,大宮,太田-東京
益子.笠間-秋葉原
水戸.東海.日立-仙台
成田空港-水戸
羽田空港-水戸
茨城空港-水戸

8時間00分

2時間00分

1時間50分

2時間40分

3時間00分

2時間40分

5時間00分

2時間00分

3時間00分

40分

Hanamaki

Matsushima

Sendai

Fukushima

Haneda
Narita

Kiryu

Ota
Ibaraki

Hiraizumi

Fukushima
Koriyama

Utsuno
miya

Mashiko
Nikko

10時間30分

宇都宮から 7時間30分

1時間50分

2時間35分

2時間20分

3時間10分

3時間00分

宇都宮.久喜-京都.大阪
(郡山).宇都宮-名古屋
宇都宮-水戸
羽田空港-宇都宮.佐野
成田空港-宇都宮.日光
成田空港-佐野.足利.桐生
成田空港-太田

12時間30分

郡山から9時間30分

1時間10分

1時間10分

5時間00分

1時間30分

1時間50分

2時間00分

1時間50分

会津まで 1時間10分

いわきまで 1時間50分

2時間50分

2時間50分

2時間30分

45分

3時間00分

福島.郡山-京都.大阪
郡山.(宇都宮)-名古屋
福島-郡山
福島-仙台
福島.郡山-新宿
福島-相馬
福島-南相馬
福島-いわき
福島-会津若松
会津若松-郡山-いわき

郡山-新越谷
郡山-新潟
須賀川.郡山-仙台
福島空港-郡山
仙台空港-福島.会津若松

Kasama

Misawa

Appi

Morioka

TDL
日立電鉄交通サービス
Hitachi Electric Railway & Transport Service

Kawasaki
Yokohama
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その他

みちのりグループ各社の事業内容

社員 約4,800人
バス 約2,300台

みちのり
ホールディングス

100%出資

交通
事業

観光
事業

関東自動車
グループ

会津バス
グループ

岩手県北
バス

グループ

乗

高

東野交通
グループ

乗合バス

高速バス

鉄道

タクシー

貸切バス 貸

観光船

ホテル

旅行 旅

整備

不動産

茨城交通
グループ

日立電鉄交通
サービス
グループ

湘南
モノレール
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福島交通
グループ

船

JPH

鉄

乗

高

貸

旅

整

車両管理

乗

高

貸

旅

整

タク

車

乗

高

貸

旅

整

車

鉄

乗

高

貸

旅

整

乗

高

貸

旅

整

タク

鉄

不

乗

高

貸

旅

タク

車

不

鉄

不
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岩手県北
バス

グループ

経営陣

福島交通
グループ

経営陣

会津バス
グループ

経営陣

関東自動車
グループ

経営陣

東野交通
グループ

経営陣

茨城交通
グループ

経営陣

日立電鉄
交通サービス

グループ

経営陣

湘南
モノレール

経営陣

グループ経営「縦串と横串」

※人数はイメージ

みちのり
HD

横串
メンバー
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プロパー社員との緊密なコミュニケーション

安全対策（事故防止策の横展開、乗務員教育、内部監査制度の構築など）

経営管理・ビジョン共有・営業企画

旅行（新型企画の横展開、共同企画・海外インバウンド）

予約システムの改善、新路線企画

整備（整備基準のベンチマーキング・車両修繕費削減・燃費改善）

共同購買（車両、IC、ドライブレコーダー、情報システムなど）

路線活性化活動の横展開

オペレーション共有（人事制度改革、営業企画など）
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Ⅰ みちのりグループの紹介

Ⅱ 乗合バスを取り巻く状況

Ⅲ みちのりグループ各社と茨城交通の取組み

Ⅲ 東海村の公共交通への取組みについて
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生産年齢人口の減少・高齢者人口の増加

年代別人口 日本

出所：国立社会保障・人口問題研究所、総務省

単位：千人

2017年から2030年で 総人口減少率 ： 5.9%

高齢者人口増加率 ： 5.7%

生産年齢人口減少率 ： 9.3%
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乗合バスの輸送人員の推移
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出所 ： 国土交通省資料（自動車輸送統計年報は、「一般乗合旅客自動車運送事業」を営む全ての事業所のうち、乗車定員11人以上の自動車を対象に調査。
路線不定期や区域運行についても含み、平成18年以前の21条許可に基づくもの（みなし４条乗合）を含む。）
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バス事業のコスト構造

 乗合バス事業のコストの約半分が人件費であるが、民営バスについてはその人件費が極めて低い水準にあり、
人件費単価圧縮によるコスト削減は難しい

コスト構造の比較 バス事業者の人件費水準

バス事業 (運送部門) の所得の状況

（万円）

出所

※１ 国土交通省 「ブロック別収支状況（平成26年12月）」より作成

※２ JR東日本、JR東海、JR西日本の合計値。数値は「2015年3月期決算説明資料」を参照

※３ ANA「2015年3月期決算説明資料」より作成

民営バスは約30%も低下
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826

623

557

643

447

524

民営バス

全産業平均

公営バス

300

400

500

600

700

800

900

H23H17H13H12H7 H22H16H11 H24H14 H15H8 H25H21H18 H20H10 H19H6 H9

出所：国土交通省 「バス事業（運輸部門）の年間所得の状況」より作成

56%

27%

13%

10%

5%

26%

5%

16%

6%

5%

23%

12%

23%

28%

34%8%航空事業※3

乗合バス
事業※1

鉄道事業※2

修繕費燃料費 その他費用機材費※※ 空港使用料人件費

※※機材費＝減価償却費＋リース料

交通機関別 費用の内訳
(費用計を100%とする)
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運転士の採用・育成①
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茨城新聞 2014年８月25日 女性運転士採用専用窓口の開設

 専門の女性スタッフが担当

 生活環境に応じた勤務地・勤務体系の相談。採
用後の相談にも対応

 定期的（毎月２回）な運転士説明会の開催

 応募前の不安の解消

 現役運転士の体験談、運転席の乗車体験
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運転士の採用・育成②
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Ⅰ みちのりグループの紹介

Ⅱ 乗合バスを取り巻く状況

Ⅲ みちのりグループ各社と茨城交通の取組み

Ⅲ 東海村の公共交通への取組みについて
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地方のバス会社
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公共交通

一般乗合
バス

観 光

貸切バス 旅行業

域内市場産業 域内・域外市場産業
(インバウンド＋アウトバウンド)

高速バス

地方のバス会社グループの事業領域
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2,000百万円

2,100百万円

2,200百万円

2,300百万円

2,400百万円

2,500百万円

2,600百万円

2010/9 2012/9 2013/9 2014/9 2015/9 2016/9

 ICカード（NORUCA）導入も奏功

※2010年10月30日NORUCA回数券運用開始、2011年10月1日NORUCA定期券運用開始

（運賃収入）

路線バス運賃収入の推移 ‐福島交通の事例
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 福島市が発行する高齢者無料乗車証の利用が普及し、高齢者のバス利用者数が大幅に増加
（バス会社側は、ICカードによる乗降カウントなどで協力）

※2010年度は、福島市管内路線の75歳以上利用者数の推計値

2010 2012 2013 2014

シルバーパスポートの導入 ‐福島交通の事例

2015

2013 2014 20152010 2012

1日あたりバス利用者数（75歳以上）

福島市が発行
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利用者数連動型の割引

通勤費の管理サポート

定期券のお届けサービス

代金後払い方式

最大
50%引き

※2010年度は「グリーン定期券」の前身「企業定期券」（5名以上の団体申し込みの通勤定期券を10%割引く）の販売額

ICカード 利用者数連動型の企業定期券 ‐福島交通の事例
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2010 2012 2013

 ICカードを活用した利用人数連動型割引により、企業向けバス定期券の売上が増加

企業定期券の年間販売額企業向け定期券の強み

31.5
29.5

27.0
28.6

24.3

20.3

0

5

10

15

20

25

30

35

+55%

201620152014201320122010

単位： 百万円
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会津乗合自動車 市内３コース・４コースの見直し①

若松駅前

三菱伸銅前

北柳原

扇町自動車学校前

郵便局前

神明通り

会津中央病院前

市役所西口

三の丁

鶴ヶ城西口

米代二丁目

会津高校入口

年貢町

城南消防署前

青木

建福寺前

花見ヶ丘

小田橋

花春町

御薬園西口

北滝沢

大塚二丁目

居合西口

居合東口

長原

松長団地

養護学校入口 会津大学前

船ヶ森

一中前

蚕養神社前

大町一丁目

大町中央公園

大町二丁目

平安町

千石ニュータウン

千石中央

松長六丁目

松長五丁目

松長ｺﾐｭﾆティｾﾝﾀｰ前

松長一丁目

松長小学校前

居合南口

中央商店街

居合中央
居合北口

仁愛高校前

会津大学

会
津
若
松
駅

会津学鳳

中学校

高等学校

市役所

（本庁）

鶴ヶ城

会津短大南口

北滝沢二丁目

飯盛山下

飯盛山

墓料入口

中島町

一箕学校前

山見町

会津養護

学校

会津中央病院

仁愛高校

会津高校

若松商業

高校

葵高校

会津若松

ザベリオ学園

つるが松窪病院前

会津大学

短期大学部

北側地域(松長・居合団地)
から、神明通り沿線や若松
駅前への通勤・通学・買物

等の利用

若松駅前で鉄道から
乗り継ぐ仁愛高校と
会津中央病院への
通学・通院等の利用

千石通り沿線から神明
通り沿線と若松駅前へ
の通勤や買物等の利用

両コースの循環形態

３コース ４コース

①②

③④

④③

②①

 運行距離・時間が長い「８の字」型の循環路線だが、回
り方が異なるなど、わかりにくい運行形態。

 運行本数は多いが、利用実態に沿わない状況にあった
ため、収支は赤字の状態にあり、自主運行路線として、
持続的な運行が困難。

 利用実態（バス停別・便別の乗降者数等）をもとに、
利用傾向（移動の流れ）に合わせて、わかりやすく・
利用しやすい運行ルートに再編（分割）をする

 利用者が多い地区・時間帯は、より便利に利用でき
るダイヤとし、利用者が少ない地区・時間帯は減便
する

［課題］

［見直しの方針］
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会津乗合自動車 市内３コース・４コースの見直し②
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 ３つの大きな利用の流れに合わせて、３路線に分割（最短で目的地へ行けるルート）

 赤・青・緑を路線ごとのイメージカラーとし、車両の方向幕やバス停、時刻表に統一表示

 朝夕は鉄道、高速バスとの接続（通勤・通学）、日中は高齢者の通院・買物利用を考慮したダイヤ設定

 乗り継ぎが必要となる一部の利用者には、乗継割引券（１００円引）を発行

 高齢者や通学定期券利用者への新しい割引サービスによる利用促進
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路線バスへの混乗化 － 岩手町（岩手県北バス）の取組み
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 人口14千人、高齢化率35％

 地域公共交通網形成計画をふまえた再編（2017.10）

 幹線交通（路線バス）

鉄道との乗継ダイヤ設定

上限運賃制度の導入

 支線交通（あいあいバス）

無料の通院専用バスを路線バス化

通院に加えて、買物他の利用も可能に

週１⇒週２日運行へ、有料化（100円）

 サポート交通（あいあいタクシー）

人口が少ない地域の通院専用バスをデマ
ンド型の乗合タクシーへ移行

月２回、200円、前日予約
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路線バスの旅 － 観光におけるバス利用の促進

■ 関東自動車 ■岩手県北バス ■ 会津バス

市内循環バスの⼀⽇乗⾞券 / 路線バス往復乗⾞券
+

観光施設⼊場料や割引券
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関東自動車 路線バスの旅「 大谷観光一日乗車券」①

- 21 -

宇都宮名物の餃子

大谷寺の庭園

大谷観音の入口

平和観音 大谷石採石場跡・

大谷資料館

大谷資料館周辺

路線バス車内



Michinori Holdings All Rights Reserved

関東自動車 路線バスの旅「 大谷観光一日乗車券」②

 大谷地区の観光振興と路線バスの利用促進

 バス往復代金（ＪＲ宇都宮駅～大谷（立岩）間乗降自由）
＋大谷資料館入場料＋大谷観音拝観料がセット

 発売日：2014年7月18日

 累計販売枚数：18,728枚（2017年3月末日現在）

- 22 -

下野新聞 2014年８月20日
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岩手県北バス・ヤマト運輸 路線バスを活用した宅急便輸送「貨客混載」=ヒトものバス①

- 23 -

ドライバー不足等 ⇒ 物流網の維持が困難

物流の効率化 が課題

乗客数の減少 ⇒ 路線網の維持が困難

生産性の向上 が課題
バス業界

物流業界

 後部座席に荷台スペースを確保

 専用ボックスに宅急便を入れて輸送

 バス路線の生産性向上

 物流の効率化

 CO2排出量の低減

「貨客混載」によるメリット

「 ヒトものバス 」 の開発

「都市間路線バス」

盛岡～宮古

混載区間

「重茂路線バス」

宮古～重茂
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岩手県北バス・ヤマト運輸 路線バスを活用した宅急便輸送「貨客混載」ヒトものバス②

- 24 -

盛岡駅

一般路線バス
で輸送

重茂半島

宮古駅

都市間急行バス
で輸送

車内後方の座席を撤去して貨物収納スペースに改造
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ダイヤ・ルート・運賃の改善

 アンケート等を利用し、消費者目線の運賃値下げ（最大39%）及び増便の結果、＋8%の増収に結びついた

【JR＋バス】

JR 480円

バス 160円

合計 640 円

【バス（改定前】

バス 800 円

【バス（改定後）】

バス 600 円

<例>

- 25 -

学校

駅

駅

自宅

JR+バスバス
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通学定期券の販売強化 ‐茨城交通の事例

- 26 -

 生徒数が約5%減少する中、学校での地道な販売強化により、通学定期券の売上は約30%増加

 適切なタイミングで、

学生にアプローチ

 新入生向け：

入学案内の書類等

に、バス定期券の

申込書を同封

 在校生向け：

学期の始まりに、

定期券の出張販売

を学内で実施

地域内高校生数／通学定期券収入

高校生
数

通学
定期券
収入

28

27

26

0

26.326.526.7
27.127.327.6

26.1
-5%

250

350

0

300

2013

277.0

242.2
+31%

294.8

20162010

283.3

2012 2015

316.9

251.9

2011

310.8

2014

百万円

千人

打ち手の方向性
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県をまたいでの観光誘致 「関東やきものライナー（秋葉原⇔笠間-益子）」

関東やきものライナー
（茨城交通）

秋葉原

笠間

益子

関東の2大陶芸産地である茨城県笠間市、栃木県益子町と秋葉原を
結ぶ「関東やきものライナー」の運行を2013年4月より開始
その後、9月より土日祝に1便増便、2015年8月に全日１往復増便

笠間焼

益子焼

秋葉原⇔笠間・益子：1日5往復 ※土日祝：1日6往復

秋葉原⇔笠間は
2012年6月より運行中

延伸・増便

秋葉原⇔笠間：片道運賃1,500円、益子：2,000円

県をまたいでの観光誘客の連携

「関東やきものライナー
スペシャルWebサイト

- 27 -

笠間市・益子町が連携して観光振興のための協議会を設置し
相互交流を図っている
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貨客混載の事例（農産物販路拡大事業） 茨城交通の取組み①

配 送

各商店・
店舗まで

配送

道
の
駅
ひ
た
ち
お
お
た

中
野
区
役
所
ロ
ー
タ
リ
ー
（
荷
の
積
み
下
し
）

回送

中
野
区
商
店
・
各
店
舗
等

販
売

野菜等の品種品目を掲載したチラシ等を配布

事前に注文

 新鮮野菜を道の駅に集約し、高速バスのトランクに載せ、商店等に配送

→ 販路拡大による農家所得の向上、地域経済の活性化、交流人口拡大の推進

バ
ス
タ
新
宿
（
高
速
バ
ス
終
着
駅
）

地域農家 中継出荷所
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貨客混載の事例（農産物販路拡大事業） 茨城交通の取組み②

 「第16回 グリーン物流パートナーシップ会議」 特別賞受賞 （2017.12.13）

 主催－ 国土交通省、経済産業省、（一社）日本物流団体連合会、（公社）日本ロジスティクスシステム協会

 対象－ 物流分野におけるCO2排出量削減、環境負荷低減、物流の生産性向上など持続可能な物流体系
の構築に資する取組み

 事業名－ 「公共交通を活用した貨客混載による農産物販路拡大事業」
常陸太田市、中野区、常陸太田産業振興㈱、道の駅ひたちおおた農産物等直売所出荷者協議会、
㈱丸正ニューフーズ、茨城交通㈱
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自動運転への取組み －道の駅「ひたちおおた」における実証実験 （2017.11）

 国土交通省による「中山間地域における道の駅等を拠点とした自動運転サービス」実証実験

ヤマハ発動機開発、定員7人

埋設された電磁誘導線からの磁
力を感知して規定ルートを走行

障害物認識用の前方カメラ装備
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路線バスへの混乗化 － 常陸太田市における地域公共交通再編事業

 人口51千人、高齢化率33％

 路線バス、コミュニティバス（市民バス）、無料通院
バス、スクールバスが重複して運行

 運行日（週１～７日）、ダイヤ・本数、運賃体系（無
料、200円均一、距離制）はばらばら

 路線バスに統合して、毎日（平日）運行

 運賃は分かりやすい３段階制（200円、300円、
500円）へ変更

路線バス

市民バス

通院バス

病院 病院

店舗

学校

学校

スクールバス

福祉
施設

福祉
施設

店舗 店舗

常陸太田駅

店舗

路線バスに
統合

常陸太田駅
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常陸太田市 － 利用促進のためのバスツアー

 バスを利用していない高齢女性を対象に、ICカードを使って実際に乗車・乗継して、買物と食事を体験

 5路線に分乗、市職員と茨城交通
社員が車内で乗り方を説明

 ICカード販売 ＋ 店舗、道の駅、
茨城交通からプレゼント
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Ⅰ みちのりグループの紹介

Ⅱ 乗合バスを取り巻く状況

Ⅲ みちのりグループ各社と茨城交通の取組み

Ⅲ 東海村の公共交通への取組みについて
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東海村（人口38千人、面積37㎢）

 H9年に無料の福祉循環バス、H18年にデマ
ンド交通の導入もあり、利用者が減少した
路線バスが大幅に廃止

 デマンド交通の財政負担増加と村外への
移動・村外からの来訪者の移動手段確保
が課題となっていた

再
編
前

 H27年に地域公共交通網形成計画を策定

 既存路線を含めたバス路線網を再構築し、
H27年から運行を開始（※デマンド交通は維
持）

 隣接自治体のコミバスとの乗り継ぎも考慮

→ バス利用者は当初目標を上回る水準で
推移

再
編
後

 利用者減少により廃止となった路線網を再構築、利用促進により当初目標を上回る

- 34 -

維持路線

廃止路線

【新路線】

 病院・商業施設
・観光施設への
アクセス

 駅と住宅団地を
結ぶ路線を循環
線化

 駅から企業への
通勤利用

企業

寺院

病院

商業施設

団地

福祉施設

役場

企業

寺院

病院

商業施設

団地

福祉施設

役場

東海村における地域公共交通網構築への取組み①

- 34 -
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東海村における地域公共交通網構築への取組み②

- 35 - - 35 -
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 バス路線再編後、路線バス利用者は順調に推移し、開始１年後にはデマンドタクシーを上回る

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

27.4 27.5 27.6 27.7 27.8 27.9 27.10 27.11 27.12 28.1 28.2 28.3 28.4 28.5 28.6 28.7 28.8 28.9 28.10 28.11 28.12 29.1 29.2 29.3

（人） 利用者数（月次推移）

路線バス

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰ

 利用者一人当たりの行政コスト（補助金）は、路線バスの方が低く効率的

 デマンド交通はバスを利用しにくい高齢者や障がい者等が中心に利用しており、両者の組み合わせで村内の
交通網を維持している

年間運行コスト（28年度、千円） 利用者一人当り負担内訳（円）

210 196 
31 -

324 

1,120 565 

1,316 

 -

 500

 1,000

 1,500

路線バス ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰ

東海村補助

国庫補助

運賃収入

運行コスト

運賃
収入

国庫
補助

東海村
補助

路線バス 茨城交通 27,229   10,141   1,475    15,613   48,179   

ﾃﾞﾏﾝﾄﾞﾀｸｼｰ 東海村 54,197   8,070    -          46,127   41,171   

合計 81,426   18,211   1,475    61,740   89,350   

運行コスト（千円）
利用人数

(人)
運行主体

東海村における地域公共交通網構築への取組み③
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人的資源の
不足

高齢者の
増加

長期的
人口減少

ルート・ダイヤの最適化

運行の質の向上（安全・接遇）

旅行サービスの充実
⁃ 路線バスの旅
⁃ インバウンド誘客

地域経済への
貢献

公共交通インフラの維持・発展
観光など交流人口の増加

継続的設備投資
労働分配の増加（→人材の獲得）

収益性の改善

労働生産性の改善

乗車密度の向上

移動需要の創出

バス会社活性化の要諦（私たちのビジョン２０１８）

自動運転やIoT
の活用

働き方改革
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